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下
林
分
館
が

総
合
優
勝
グ

四
月
十
八
日
、
重
信
中
学
校
運
動

場
に
お
い
て
、
第
三
十
六
回
重
信
町

民
大
運
動
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

。

絶
好
の
運
動
会
日
和
の
も
と
、
各

種
目
に
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。

結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す

。
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年
金
だ
よ

ο

年
金
受
給
権
者
が

死
亡
し
た
と
き
は

速
や
か
に
届
け
出
を

国
民
年
金
や
厚
生
年
金
な
ど
の
受

給
権
者
が
、
死
亡
さ
れ
た
場
合
、
遺

族
の
方
は
「

年
金
受
給
権
者
死
亡
届
」

を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

年
金
は
、
死
亡
し
た
月
ま
で
は
支

給
さ
れ
ま
す
が
、
届
け
出
が
遅
れ
る

と
引
き
続
い
て
支
給
さ
れ
ま
す
の

で
、
後
で
遺
族
の
方
か
ら
返
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す

。

ま
た
、
年
金
を
受
け
て
い
た
人
が

生
存
中
に
受
け
ら
れ
る
年
金
を
受
け

取
ら
ず
に
死
亡
し
た
と
き
は
、
生
計

が
同
じ
で
あ
っ
た
配
偶
者

・

子
・

父

I 3 ・官官乙けれぶ

母
な
ど
が
未
受
領
の
年
金
を
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
ま
す

。

こ
の
よ
う
な

と
き
は
、
「

未
支
給
年
金
請
求
書
」
も

提
出
し
て
く
だ
さ
い

。

提
出
先
は
次
の
と
お
り
で
す

。

①
国
民
年
金
の
受
給
権
者

市
町
村
役
場
へ

②
厚
生
年
金
保
険
・

船
員
保
険
の
受

給
権
者社

会
保
険
事
務
所
へ

な
お
、
年
金
を
二
つ
以
上
受
け
て

い
る
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て

届
け
出
が
必
要
で
す

。

遺
族
年
金
を
請
求
で
き
る
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
、
届
け
出
な
ど
に
つ
い

て
は
、
市
町
村
役
場
の
国
民
年
金
担
当

窓
口
ま
た
は
、
お
近
く
の
社
会
保
険
事

務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

年
金
手
帳
に
つ
い
て
の

お
知
ら
せ

年
金
手
帳
は
、
国
民
年
金
や
厚
生

年
金
に
初
め
て
加
入
し
た
と
き
に
交

付
さ
れ
ま
す

。

年
金
子
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
記

号
番
号
は
、
国
民
年
金
な
ど
へ
の
加

入
の
記
録
等
を
管
理
す
る
た
め
の
も

の
で
、
一
つ
の

制
度
で
の
番
号
は
一

生
を
通
じ
て
変
わ
り
ま
せ
ん

。

最
初
に
交
付
さ
れ
た
年
金
手
帳

は
、

学
生
か
ら
社
会
人
へ
、
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
・

O
L

か
ら
自
営
業
者

・

専

業
主
婦
へ
と
い
っ
た
よ
う
に

、

職
種

が
変
わ
っ
た
場
合
で
も
一
生
使
用
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ

の
よ
う
に
大
切
な
年
金
手
帳
で

6月 5 日、 12 日、 19 日、 26 日、 7 月 3 日、

日 f呈 8月 7 日、 9 月 4 日、 11 日の8 日間(各土
曜日午前中)

場 所 愛媛県健康増進センタ ー

募集人員 40名程度

肥満についての病態生理、栄養、運動、

内 n合.,. 生活についての講義、 水泳、ウォー

キング、 エア ロ ビクス等の運動実技

申込方法
希望者は健康増進センターまで電話
で申し込んで、下さい。

締 切 5月 21 日幽

その 他
詳細については電話でお問い合わせ
下さい。

愛媛県健康増進センター

王 {韮 〒 790 松山市末広町1- 1

H0899-45-8008 

肥満教室受講生募集

す
か
ら
、
同
じ
制
度
で
の
記
号
番
号

が
、
二
つ
以
上
あ
っ
た
り
、

氏
名
が

変
わ
っ
て
登
録
さ
れ
て
い
る
と
、
年

金
を
請
求
す
る
と
き
に
間
違
い
の
も

と
に
な
り
ま
す
の
で
、
次
の
よ
う
な

と
き
に
は
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い

。

一
年
金
手
帳
を
二

冊
以
上
持
っ
て

い
る
と
き
は
、
「

記
号
番
号
重
複
取

消
届
」

に
年
金
手
帳
を
添
え
て
提

出
し
ま
す
。

二
年
金
手

帳
を
な
く
し
た
と
き

は
、
「

再
交
付
申
請
書
」
を
提
出
し

て
再
交
付
を
受
け
ま
す
。

三

氏
名
・
生
年
月
日
に
変
更
(
訂

正
)
が
生
じ
た
場
合
に
は
「
氏
名

変
更
届
」
「生
年
月
日
訂
正
届

」
に

年
金
手
帳
を
添
、
え
て
提
出
し
ま
す
。
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困
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(愛媛労働基準局)

家内労働旬間(5月2旧-3旧)

1. 委託者(内職の仕事を出している事業主等)の

皆さんは、次のことを守り ま しょう。

①家内労働手帳に、工賃額、支払日等をはっ

きりと記入して、必ず家内労働者に渡しまし

ょっ。

②家内労働に よ る災害を防ぐため、 必要な措

置を講じま し ょう。

③最低工賃額以上の工賃を、 1ヶ月以内に全額

支払いましょう。

2 . 家内労働者(委託者から受けた内職の仕事を

する人)の皆さんは、次のことに注意しましょう。

①家内労働手帳を委託者から受け、必ずはっ

きりと記入してもらいましょう。

②家内労働に よ る災害が起きないよう注意し

ま しょう。

③工賃は、全額を 1ヶ月以内に受けま し ょう。

3 . 家内労働についてのご相談、お間合わせは、

愛媛労働基準局賃金謀 (fr0899-25-210 1 ) 、 ま

たは、最寄りの労働基準監督署へご照会くだ

さい
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史
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組
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篠
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万
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岩
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…平
成
4
年
度

…

脅
種
健
康
診
査
の
結
果
に
つ
い
て

…

平
成
4

年
度
・

各
種
健
康
診
査
の

結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
公
表

し
ま
す

。
受
診
状
況

r----l 口対象者数
7642 

口受診者数}¥ 

「寸「寸 5「8寸34 Cー
p8,3q 79; ~ ?8，3~ 576 
人人 人

5「13寸4 「寸 人
5079 

トー
人 人

4219 トー

人

2391 
人

トー

934 558 
j、

人

(人数)

7千

6千

5千

4千

3千

2千

l千

受
診
率
の
年
次
変
化

6.--ð. 結核検診

災 - 1( 陥lïがん検診

か-0 子宮けいがん検診

@ー@ 乳がん検診

0--召 基本健康診査(成人病健診)

争ー・ 口がん検診

仏
、、

淫与
、 色--6、

‘、、
省、

¥ 

古、
、

"t>. 
、、

古

孫、、 ~-戸 持 ーー 弘
?号 、、

ラ〈

L左手持主将

(%) 

70 

60 

30 

50 

40 

20 

受
診
率

大
腸
が
ん
検
診

(
成
人
病
健
診
)

基
本
健
康
診
査

乳
が
ん
検
診

子
宮
け
い
が
ん
検
診

同
円
が
ん
検診

肺
が
ん
検
診

結
核
検
診

10 

(il�) 
3 63 H元 262 61 560 

受
診
率
の
良
か
っ
た
地
区

---------
H立 2 位 3 位

結核検診 上林 上村 牛湖l

l怖がん検診 上村 上林 北野田

胃がん検診 上林 北野台団地 上樋

子宮けいが
上林 北野台団地 西岡

ん検診

乳がん検診 上林 北町台団地 西岡

大腸がん検診 上林 北野台団地 田窪団地

基本健康診査
上林 北野台団地 婚前団地

(成人病健診)

基
本
健
康
診
査
(
成
人
病
健
診
)
で

み
つ
か
っ
た
病
気
の
内
わ
け

高血圧

19% 

ftl(Jl 
21% その他

28% 

ま
と
め

受
診
率
は
、
横
ば
い
状
態
で
す

。

が
ん
検
診
や
、
結
核

検
診
で
は
、

が
ん
や
、
そ
れ
以
外
の
病
気
も
み
つ

か
り
、
治
療
を
開
始
し
た
方

も
い

ま

す
。

年
に
1

回
健
康
診
断
を
受
け
ま

し
ょ
、
7
0

※骨 ・運動器疾患

腰痛・膝関節痛とい った病気です。

を 固

キ目長 目
撃種 目
2 原 図

書 固

「
お
と
し
よ
り

」
と
そ
の
家
族
を
対

象
に
、

心
と
身
体
の
健
康
相
談
を
行

っ
て
い
ま
す

。

家
庭
で
困
っ

て
い
る
こ
と
、
自
分

の
こ
と
で
悩
ん
で
い
る
こ
と
、
ボ
ケ

に
関
す
る
こ
と
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
相

談
に
応
じ
ま
す

。

お
気
軽
に
利
用
し

て
下
さ
い

。

対
象
・
町

内
在
住
の
老
人
及
ぴ
そ

の

家
族

日
程
・
六
月
七
日
間

受
付
時
間
・

午
後
二
時
1

四
時

場
所
・

役
場
保
健
婦
室

担
当
者
・

医
師

、

保
健
婦

料
金
・
無
料

内
容
・

個
別
で
相
談
に
応
じ
必
要
な

指
導
及
ぴ
助
言
を
行
い
ま
す

。

※
予
約
制
で
行
い
ま
す
の
で
、

事
前

に
福
祉
課
保
健
婦
ま
で
申
し
込
ん

で
下
さ
い

。

宮
六
回
l

二
O
O

おとしより健康相談室日程表

平成 5 年 6 月 7 日 (月)

7 月 19 日 (月)

8 月 2 日 (月)

9 月 6 日 (月)

10 月 4 日 (月)

11 月 1 日 (月)

12月 6 日 (月)



月 日 士是 所 時 間

6月 2 1 日(月) 横河原公民館 午後3: 00-6: 30 

6月 22 日 (刈 牛沸l団地第l集会所 午後3: 00-6 :30 

上林谷ノ〈ス停 午後2 : 30-4: 00 

6月 23 日(ね

上林公民館 午後4: 30-6: 30 

田窪田地公民館 午後2 :00-3: 30 

6月 24 日(村

志津 川 公民館 午後4 :00-6: 30 

山之内公民館 午後2:00-2:20

6月 25 日樹 山之内井口公民館 午後2 : 50-3: 30 

樋口公民館 午後4:00-6:30

6月 28 日(月) 田 窪公民館 午後2:00-6:30

下林宮の段集会所 午後3: 00-4:00 

6月 29 日(火)

下林伽 呂農協前 午後4:30-6: 30 

見 奈 良公民館 午後2 : 30-4:30 

6月 30 日 (村

上村公民館 午後5 : 00-6:30

堀池公民館 午後3 : 00-4: 0。

7月 1 日(村

牛務1) 公民館 午後4: 30-6: 30 

新村公民館 午後3: 00-3: 30 

7月 2 日幽

南野田集荷場 午後4: 00-6: 30 

西岡公民館 午後2 : 30-4: 00 

7月 5 日(月)

田I 民 ぷヱ入エ 龍 午後4 : 30-6: 30 

上林公民館 午後9:00-9:10

下林集会所 午後9: 30-9: 50 

岡I 民 メコ与ス、 自官 午後10 目 30-11 目 20

9月 6 日(月)

南野田集荷場 午後1: 20-1: 30 

南吉井小体育館 午後2 : 00-2: 30 

北吉井小体育館 午後3 :10-4:0。
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ぬ
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案
関
誌
と
一
制
斜
線

山
甘
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J誤
記
号
山
一
一
、
一
年
十
一
戸
弘
必
同
峰
、
与
旬
、

h
h狩
γ芳
年
J
Fで
明
、
汚
宗J
h，
ち
苧
ヘ
~
子
古
川
時
議
、
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了
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九
古
川
斗

L
h
k
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一
戸
士
一
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心
一
淳
一
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位
一
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影

肺
が
ん
検
診
・
:
問
診
・

胸
部
レ
ン

ト
ゲ
ン
撮
影

平
成
五
年
度
結
核
検
診
、
肺
が
ん

検
診
を
次
の
と
お
り
同
時
に
行
い
ま

す
。
皆
さ
ん
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、

受
診
し
て
下
さ
い
。

対
象結

核
検
診
・
:
十
八
才
以
上
の
住
民

肺
が
ん
検
診
・
・
・
四
十
才
以
上
の
住

民

(
た
だ
し
、学
校
、
職
場
、
病
院
等

で
受
診
し
た
者
は
除
く
)

料
金無

料

検
診
内
容

結
核
検
診

・
:
胸
部
レ
ン

ト
ゲ
ン
撮

知
し
ま
す
。

注
意
事
項

一
、
ボ
タ
ン
、
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク

、

金
具
等
の
つ
い
た

服
装
は
避
け

て
下
さ
い
。

二
、
女
性
は
、
ス

。

ホ
|

ツ
ブ
ラ
ジ

ャ
l

、
ト
レ
ー
ナ
ー
、

T
シ
ャ

ツ
等
を
着
用
す
る
と
便
利
で
す

。

三
、

二
次
検
診
は
日
程
表
の
と
お

り
九
月
に
行
い
ま
す

。

ま
た
、

再
通
知
も
し
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
下
さ
い
。

受
診
方
法

個
人
通
知
書
を
配
布
し
ま
す
の
で

検
診
時
に
持
参
し
て
下
さ
い

。

肺

が
ん
検
診
受
診
者
は
添
付
の
問
診

票
を
記
入
し
持
参
し
て
下
さ
い

。

個
人
通
知
書
の
な
い
方
は
直
接
検

診
会
場
へ
お
こ
し
下
さ
い

。

検
診
結
果

O

異
常
の
な
い
方
に
は
、
結
果
通

知
し
ま
せ
ん
。

O

精
密
検
査
の
必
要
な
方
に
は
過

結核・肺ガン検診日程表

I 7 ・τzιけめぶ

; 離乳食学級のご案内 j 
j 離礼食は、母乳 ・ ミルクで不足する栄養を補って、 ; 

! 無理なく幼児食へと移行していくための準備食です。 ! 
i 離乳食がどんなものか理解し、より身近なものとな ;
! るよう、 学級を開催しますので、ぜひ、赤ちゃんとご !
; 一緒にご参加下さい。

! 日時 6月 24 日附
j 午後2時-3時30分 j 
j ※偶数月に実施します。 。
( 場所 重信町民会館 j 
i 対象 平成5年2月 ・ 3月生まれの児 i 
i ※ 3 ヶ月 ・ 4 ヶ月 児が対象です。 ! 
1 担当 栄養士 ・ 保健婦

( 料金 ~!I，r;料 ; 

j 持参品 母子手帳 j 
j 内 容 0講義(離乳食のスタートとすすめ方) j 
j o調理の見学実習 j 
j o 試食 ・質疑応答 l 女ご都合のよい場所で受診して ください。



官官乙けあぶ1 8 ・

毎
月
・
各
地
区
公
民
館
で
健
康
相

談
を
実
施
し
て
い
ま
す

。

(
除
く
、
七

月

・

八
月
・

十
二
月
)

毎
月
第
二
・

第
四
土
曜
日
に
は
、

役
場
の
保
健
婦
室
で
、
実
施
し
て
い

ま
す
。

皆
さ
ん
、
お
気
軽
に
お
こ
し
下
さ

'
ν
 〈

対
象
〉

住
民

〈
担
当
者
〉

保
健
婦
・

衛
生
委
員

〈
料
金
v

無
料

〈
持
参
ロ
問V

健
康
手
帳
(
当
日
発
行
可
)

〈
内
容
〉

血
圧
測
定

健
康
に
関
す
る
相
談

〈
日
程
・
場
所
〉

下
記
の
と
お
り

※
四
月
か
ら
、
一
部
時
聞
が
変
更
し

た
地
区
が
あ
り
ま
す
。

間
違
え
な
い
よ
う
、
注
意
し
て
お
こ

し

下
さ
い
。

子宮けいがん・乳がん検診

子
宮
け
い
が
ん
検
診
と
乳

が
ん
検
診
を
下
記
の
通
り
実

施
し
ま
す

。

皆
さ
ん
お
気
軽
に
検
診
を

受
け
て
下
さ
い
。

日
程
・
場
所

別
表
の
と
お
り

受
付
時
間

午
後
一
時
1

二
時

料
金子

宮
け
い
が
ん
検
診

本
人
負
担
・

四
O
O
円

(
町
負
担
・
二
、
六
七
O
円
)

乳
が
ん
検
診

無
料

測定日 時間 場所 対象及ぴ担当者

9:00-9:30 樋口公民館

9:40-10:30 横河原公民館

10 :40-11 :00 志津川公民館
対象者

毎月
- 一般住民

第 4 月曜日
13: 10-13: 40 西岡公民館 担当者

13:50-14:20 見奈良公民館
-衛生委員
-保健婦

14:30-15:00 田窪公民館

15: 10-15 :30 田窪田地公民館

9:00-9:30 堀池公民館

9:40-10:20 牛糊公民館

10 :30-10: 50 南野田公民館 対象者

毎月 1l:00-1l:30 北野田公民館 - 一般住民

第 4 火曜日 新村公民館
担当者

13: 10-13: 40 - 衛生委員

13:50-14:10 播磨台団地公民館 - 保健婦

14 :30-15: 00 ヰ湖団地第l集会所

15: 10-15 :30 八反地公民館

9:00-9:30 上林公民館

9:40-10:10 下林集会所

10:20-10:50 上村公民館
対象者
- 一般住民

毎月
13: 10-13: 30 t野台団地公民館 担当者

第 4 水曜日
13:40-14:00 上樋団地公民館 - 衛生委員

- 保健婦
14 :30-14 :50 山之内荒木谷

15:00-15:20 山之内井口公民館

毎月第2・第4土曜日 9:00-11 :00 役場保健婦室 保健婦

健康相談日程表

持
参
品

。

健
康
調
査
票
(
申
し
込
ま

れ
た
方
へ
事
前
に
送
付
し

ま
す
。
)

O

パ
ス
タ
オ
ル
(
礼
が
ん
検

診
を
受
け
ら
れ
る
方
の
み
)

申
し
込
み
方
法

福
祉
課
、
保
健
婦
ま
で
申

し
こ
ん
で
下
さ
い
。

子宮けいがん・乳がん検診日程表

実施日 場 所 実施日 場 所

6 月 7 日 北吉井小体育館 6 月 21 日 下林集会所

6 月 11 日 南吉井小体育館 7 月 12 日 南吉井小体育館

6 月 14 日 重信町民会館 7 月 13 日 北吉井小体育館

6 月 15 日 重信 11fT民会館 7 月 16 日 重信町民会館

6 月 16 日 上林公民館 10月 12 日 重信町民会館

f一一一一一一一一一一一一一…._.._ ._一一一一一-eel

! 健康づくり料理講習会 ! 
i 「 1 日 30品目を目標に」 ! 
; 健康な体を維持するためには、バランスのと ; 

; れた食生活を心がけることが大切です。そのた { 

1 めには、 1 日 30品目以上の食品を食卓にのせるこ 1 
j とも一つの方法です。 i 
j 「 1 日 30品目を目標に」 というテーマで健康づ i 
i くり料理講習会を下記のとおり開催 します。 í
j 皆さんおさそいあわせの上、おこし下さいo j 
i 対象 住民 i 

j 料金 無料 i 
j 持参品 健康手帳(タ y パー、 エプロ ンがあれば ! 
‘ 便利です)
! その他 希望者には血圧ì~1j定を行います。 i 
1 I 月 日 ! 受付時間 ! 開催時間 1 場所 ! 内 容 I i 
: 1 1 1 1 1 ・ 栄養士の話 1 I 
: 1 I I I I rバランスのとれた I I 
: 1 r 回丹円山 1 9:30- 110:00-1 横河原 | 食事について」 | i 
� 1 0出口附 1 10 ・ 00 1 1 2:30 1 公民館 I. j~哩翌竺哲附町市._ I I 

I I I I I 二円きり腿店官哩1- I : 
‘ | I I I I 叩劫試食 |! 
I... ~- ~-~-~-~-・e・-~-~-~-~~-~~~-~~~~~~-~-~-~~~

※仁二コ lおl寺間帯の変更した地区です。



国
保
だ
よ

ο

重
信
町
は
り
・
き
ゅ
う

施
術
費
助
成
の

ご
案
内

こ
の
制
度
は
、

町

民
が
は
り

・
き

ゅ
う
の

施
術
を
受
け
た
場
合
に
お
い

て
、
そ
の
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る

こ
と
に
よ
り
、
町
民
福
祉
の
増
進
を

は
か
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す

。

制
度
の
概
要
は
、
次の
と
お
り
で
す
。

一
、
受
給
資
格
者

①
施
術
を
受
け
た
日
現
在
に
お
い

て
満
七
十
歳
以
上
に
達
し
て

い

る
方

。

②
三
級
以
上
の
身
体
障

害
者
手
帳

の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

。

③
燦
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い

る
方

。

二
、
申
請
の
方
法

重
信
町
は
り

・

き
ゅ
う
施
術
費

助
成
請
求
書
に
施
術
担
当
機
関

の
証
明
を
受
け
て
請
求
す
る

。

三
、
支
給
月
額

一
回
千
円
で

一
ヶ
月
五
回
が
限

度
。

四
、
支
給
先

申
請
者
へ
口
座
振
込

五
、
申
請
書
交
付
先
及
び
申
請
先

役
場
町
民
謀

包
六
四
l

二
O
O
一

I 9 ・~-fí(t.A私ぶ

ご
存
知
で
す
か

退
職
者
医
療
制
度

会
社
や
役
所
等
を
退
職
し
、
厚
生

年
金
や
共
済
年
金
を
受
給
し
て
い
る

七
十
歳
未
満

の
人
と
そ

の
家
族
は
、

「
退
職
者
医
療
制
度
L

で
診
療
を
受

け
る
こ
と
に
な
り
ま
す

。

該
当
す
る
人

次
の
三
つ
の
条
件
に
あ
て
は
ま
る

こ
と
が
必
要
で
す

。

①
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

。

②
老
人
保
健
法
の
適
用
を
受
け
て
い

な
し

③
老
齢
(
退
職
)
年
金
の
受
給
者
で
そ

の
加
入
期
聞
が
二
十
年
以
上
、
ま

た
は
凹
十
歳
以
後
の
期
聞
が
十
年

以
上
あ
る
。

自
己
負
担
金

①
退
職
被
保
険
者
本
人

入
院
・

通
院
と
も
医
療
費
の

二
割

②
扶
養
家
族

入
院
は
医
療
費
の

二
割

通
院
は
医
療
費
の
三
割

届
け
出

年
金
証
書
を
受
け
取
っ
た
ら
、
十

四
日
以
内
に
役
場
、

町
民
課
へ
年
金

証
書
、
保
険
証
、
印
か
ん
を
持
参
し

て
届
け
出
て
下
さ
い
。

税のスペシャリスト

国税専門官
(国家公務員)

受付期間

5月 6 日 (ねー5月 1 7 日明) (5月 1 7 日消印有効)

受験資格

昭和41年4月 2 日 一昭和47年4月 1 日生まれの者

試験の程度

大学卒業程度

採用予定者数

約600名

試験日

第1次試験

第2次試験

試験種目

第1次試験教養及び専門(多校選択式)、専門(記述式

…憲法 ・経済学・会計学・社会学の うちから 2科目選択)

第2次試験人物試験、身体検査

試験地

第l次試験

第2次試験

合格発表

第l次試験 7月 30 日樹

最終合格 9月 8 日 (羽

受験申込用紙請求先及び問い合わせ先

高松国税局人事第二課

fi0878 (31) 3111 

〒760 高松市天神前2- 1 0

※申込用紙は人事院四国事務局、税務署にも用意してい

ます。

高
額
療
養
費

自
己
負
担
限
度
額
の

改
正
に
つ
い
て

高
額
療
養
費
の
自
己
負

担
限
度
額

が
、
五
月
一
日
か
ら
次
表
の
と
お
り

改
定
さ
れ
ま
す

。

高
額
療
養
費
は
、
自
己
負
担
限
度

額
を
超
え
て
支
払
っ
た
医
療
費
を
払

戻
し
す
る

制
度
で
す
。
一
人
ご
と
、

一
ヶ
月
ご
と
、
病
院
ご
と
に
計
算
し

ま
す
が
、
世
待
合
算
、
多
数
該
当
な

ど

の
特
例
が
あ
り
ま
す

。

詳
し
い
こ
と
は
、

町
民
謀
・

国
保

係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い

。

募集.F

一 期支 住民税非課税世帯

改定前 改定後 改定前 改定後

同 円 Pi 円

60,000 63,000 33 , 600 35 , 400 

6月 19 日(土)及び6月 20 日(日)

8月 23 日 (月)又は8月 24 日閃

水
道
だ
よ

D

名
義
変
更
が
さ
れ
て
い
な
い
場
合

は
、
原
則
と
し
て
前
の
使
用
者
に
料

金
請
求
が
い
く
こ
と
に
な
り
、
ト
ラ

ブ
ル
の
も
と
に
な
り
ま
す

。

転
入
、

転
出
な
ど
で
料
金
の
支
払
者
が
変
わ

っ

た
時
は
、
名
義
変
更
手
続
き
を
必

ず
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す

。

高松市、松山市

高松市



r一一一一+一一-----一一一一一--_._--*一「

; 中央料理教室 ; 
j r第1期受講生」募集 ; 

j 対 象 町内女性 30名 j 
i 期 間 平成5年7月 -9月 i 
; 場 所町民会館(栄養指導室) 1 
; 材料費 2 ， 500円 (500円 X 5回分) ; 

4 講 師 松山シェフール

; 渡部笠子先生 ; 

i I |月 日 |内容 I ! 
l I1 I 似附 I I ! 
! I2 I 7/7附 |家庭料理及 I ! 
! ぷ恥 |3 I 7/2州ぴ和菓子ケ I i 
! (税務d) I4 I 9/附| ーキ作り等 I ! 
; 迄ø l5 い州 I ! 

~--_._#_----------・-----・+・-*-・+・-*-・------、

; 英会話講座 j 

; 受講生募集.F j 

l 0 コース ! 
; ・ 畳の2クラス ・ 夜の2クラス ; 

; 各コースともに初級(あいさつ、日常生活会話など) : 

i o 日時 ! 
; 叩附から開講いたします。 ; 

: {畳の コ一 ス 〉 毎週木H限程日 ; 

; ①9時削附3却O分一 1附0分 j 

! ②10R時寺5叩0分- 1ロ2R時寺O∞O分 i 
; 〈夜の コ一ス 〉 毎週木11曜l曜程訓日 ; 

; ①l四9時O∞O分一2却O時OωO分 ; 

! ②2却O時0∞O分-2剖1時附時剛0∞O分 ! 
l 0 講師 マニユエル夕、刷γ、ブブ リ ン，JJkr[. ! 
: O 会場 H順l
: 0 受講料 月 2 ， 50ωO円 - 3 ， 0ω00円〔教材費は別J : 

! O 申込先 重信町教育委員会社会教育諜 j 

l ~64-1500 l 
、+・+・ー-ー・+・+・+・-*-・_ ..._--・_.._... ・+・+・+・..... ...._--・+・+占

官官ιけあぶ1 10 ・
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j u重信町生活文化女性塾" j 
j 塾生募集 fF j 
! 地域における男女共同参画型社会づくりを、 ! 
; 着実にすすめる人材の育成を図るため、 「重信町 ; 

j 生活文化女性塾」 を開設します。 ! 
; 内容 ; 

; . ボラン テ イ ア人才オノ〈ンクについて ; 

! . 水、 川、 ゴミ問題等の環境美化について ! 
; . 特産品を生カか、した地域おこしについて ほか ; 

j 対象 H附l
; 期間 平成附月~平成印月年7回程度 ; 

; 申し込み先 ; 

! 重信町教育委員全社会教育謀(王居) l 
4 : fi6臼4-34 1 4

j 申し込み〆切日 { 

; 5 月 25 日(先着順に受付)

‘ー~----_.._------・------_ ..._-_...--... 司..-_ ..._--司...----~

...._---一一一一一一一一+ー・一一一一一一一一「

( 暮らしに役立つニューメテ‘イア展 j
: 1 郵政省では毎年6月 1 日か ら日をテレコム旬開とし j 
! て全国的に様々な行事を行っておりますが、今年も四 i 
i 国各地で各種のイベン 卜 を通じて地域の皆様に情報通 ! 
: 信の現状、動向を紹介します。 この行事のーっ として l 
i 松山市でも次のとおり、「暮らしに役立つニューメデイ ; 

; ア展」 を開催して、各種ニ ュ ーメディア機器に見て、 ; 

; 触れて、楽しめるイベントを行います。 ;
; 小中学校にも本格的なパソ コ ンによる教育が導入さ ; 

j れるなど、私たちを取り巻く身近な環境にも 「情報イヒ」 j 
i は進んでいます。この機会に、 ご来場いただいて 「暮 ! 
! らしに役立つニューメディア」 を実感していただくよ ! 
! うお願いいたします。 ! 
; 2 日時 ; 

; 6月 2 日 (村-7 日明)

i 午前1011寺一午後6時30分(土曜、日曜は午後7時まで) : 

i 3 場所 ! 
! いよてっそごう南館特設会場(入場無料) t 
! 4 内容 ! 
t . 個人の学習進度に応じて、 パソ コ ン相手に自宅でも l 
i 勉強できる「在宅学習 ソフト 」 のデモ ンス トレー シ ! 
? ョン

; ・ パソコン、ハイビジョン、携帯電話、 CATV、カ ー ; 

! ナビゲー シヨンシステム、テレビ会議システムなど i 
? の展示実演 ! 
i - このほか、 コ ンビュ ータ 占いや、 空飛ぶ合成写真の : 

i プレゼントなどのイ ベン ト、「 じゃじゃまる、ひ。っ こ ! 
! ろ 」 も登場します。 ! 
i 5 問い合わせ先 i 
i 凹国テレコム旬問実行委員会 ; 

t (郵政省四国電気通信監理局電気通信振興課内) : 

1 n%-~hl ; 

し…---*一一+……'ー一一一一一一一一一一



菊
づ
く
り
講
座
の

ご
案
内

平
成
五
年
度
菊
づ
く
り
講
座
(
年

間
四
回
)
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま

す
の
で
、
お
』
気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い
。

日
程一

回
目
五
月
八
日
出

二
回
目
六
月
十
二
日
出

三
回
目
七
月
十
目
的

四
回
目
八
月
七
目
的

時
間

日
時
泊
分
1

日
時
却
分

場
所
町

民
会
館
玄
関
前

ロ
ビ
ー

内
容

大
菊
他
、
菊
の
色
々
な
栽
培

方
法
を
実
演
等
に
て
講
習

。

受
講
料

無
料

講
師

愛
媛
県
菊
花
協
会
理
事

野
本
権
六
先
生
(
奥
道
後
)

重
信
町
中
央
公
民
館

主
催⑧

⑧
⑨
⑨
 

重
信
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
次
の

方
か
ら
金
一
封
を
寄
付
下
さ
い
ま
し

た

三
治
会
さ
ん

和
田
省
三
さ
ん

森
長
昭
さ
ん

北
尾
保
信
さ
ん

瀧
野
弘
さ
ん

(
山
之
内
)

(
下
林
)

(
牛
測
)

(
田
窪
)

1 11 ・7ιけあぶ

「
く
ら
し
の
通
信
講
座
」

受
講
生
募
集

愛
媛
県
生
活
セ
ン
タ

ー

で
は
、
テ

キ
ス
ト
に
よ
る
自
宅

学
習
で
消
費
生

活
の
情
報
が
得
ら
れ
る
よ
う
、
通
信

講
座
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
通
信
講
座
で
、
く
ら
し
に
役

立
つ
知
識
を
身
に
付
け
て
下
さ
い

。

学
習
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

七
月
i

八
月
く
ら
し
を
守
る
法

律
・

く
ら
し
と
契
約

九
月
i

十
月
表
示
の
知
識

・

食

品
添
加
物
の
知
識

十
一
月
i

十
二
月
ク
リ
ー

ニ
ン

グ
の
知
識
・

洗
剤
の
知
識

一
月
1

二
月
く
ら
し
の
中
の
省

毛糸棒針編技術指導講習会

資
源

・

く
ら
し
の
中
の
危
険

。
募
集
の
内
容

O

募
集
期
間

五
月
十
五
日
1

六

月
五
日

O

受
講
料

無
料

0

申
し
込
み
方
法

は
が
き
に
住

所
・

氏
名
・

性
別
・
年
齢
・

電
話

番
号
を
明
記
し
て
、
役
場
企
画
商

工
課
へ
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

O

受
講
者
の
決
定

先
着
順
に
決

定
し
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

り
ま
す
。

疑
問
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

役

場
企
画
商
工
課
又
は
愛
媛
県
生
活
セ

ン
タ
ー
(
宮
ニ
六
|
一
一
六O
一
一
一
)
へ
、

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

内職を希望する女性

毛糸棒針編

6月 7 日開)-7月 23 日 働までの聞

の 18 日

(土曜、日曜、及び祝日を除 く)

毎日 9時30分-15時30分まで

松山市山越町450番地

愛媛県女性職業センター

20名

無料(教材費一部自己負担)

愛媛県女性職業セ ンタ ー

5月 31 日(月)

印鑑持参の上、松山市山越町

450番地愛媛県女性職業セン

ター (fi23-2201) へ申し込んで‘

下さい。

象
目
時

対
科
目

場)

(定員)

(受講料)

(主催)

(申込締切)

(申込方法)

ー
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O
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-
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‘
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‘
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A

，
‘
‘

‘
.
o

・
e
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6

・

4
.

‘
‘
‘
‘

‘

‘

‘
.
0

‘

e

・

o

・

0

.
，

・

6
0
0
'
A

，

J

一

W
E劃
溢

そ
の
半
商ホ
テ
ル
な
ど
が
と

一

ル
ρ刷
桜
川

華
な
武
者

人
形
を
飾

っ
て
ビ
ユ

ツ

…

2
7

1

4

」
フ
ェ

式
パ
ー
テ
ィ
ー

を
聞
き
、
そ

町

…
五
月
五
日
は
、
「
こ
ど
も
の
日

」。

こ
に
家
族
で
参
加
す
る
と
い
う
ス

…

一
男
の
子
の
端
午
の
節
句
で
す

。

こ
タ
イ
ル
も
見
か
け
ま
す

。

い
ず
れ

一

一
の
日
は
家
に
武
者

人
形
を
飾
り
、
に
し
て

も
、
子
ど
も
の
健
や
か
な

一

…
こ
い
の
ぼ
り
を
立
て
て
祝
い
ま
成
長
を
祈
る
親
の
気
持
ち
に
変
わ

一

一
す
。
そ
し
て
、
家
族
で
か
し
わ
も
り
は
あ
り
ま
せ
ん

。

一

一
ち
を
食
べ
、
シ
ョ
ウ
ブ
湯
に
入
り
五
月
五

l

十
一
日
ま
で
は
、
「
児

一

一
ま
す
。
地
域
に
よ
っ
て
は
、
独
特

童
福
祉
週
間
」

で
す
。

昭
和
二
十

一

…
の
風
習
が
あ
り
ま
す

。
二

年
に
児
童
福
祉
法
が
制
定
さ
れ

一

一

武
者
人
形
は
昔
は
神
功
皇
后
、
た
当
時
と
は

、

子
ど
も
を
取
り
巻

…

…
八
幡
太
郎
義
家
、
鐘
埴
な
ど
歴
史
く
環
境
も
大
き
く
変
わ

っ
て
き
ま

一

…
上
の
人
物
の
人
形
が
多
か

っ
た
よ
し
た

。

こ
れ
を
機
会
に
、
安
心
し

一

一
う
で
す
が
、
最
近
は
金
太
郎

.

.

.

 
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ

…

一
や
桃
太
郎
な
ど
、
子
ど
も
た

玩
咽.
.

 
る
環
境
づ
く
り
な
ど
に
つ
い

一

一
ち
に
親
し
ま
れ
て
い
る
男
の

占
・
・

て
も
考
え
て
み
た
い
も
の
で

一

一
子
の
人
形
に
人
気
が
あ
り
ま

4
・
・
す
。

一

'
』
・
・
・
・
・

e

一
す
。
表
情
も
昔
は
武
勇
を
表

ヨ
ヨ
・
・

一し
た
強
そ
う
な
表
情
だ
っ
た

主
・

=
司

........... 

, 

一
の
が
、
最
近
は
幼
な
顔
で
、

4
・
・

一

一
り
り
し
い
表
情
が
多
く
な
り

・
・
・

一
ま
し
た
。

ま
た
、
よ
ろ
い
か
ぶ
と

'
〉

;
l
j
l

一

一
に
身
を
固
め
た
初
陣
の
若
武
者
の

国
車
総
瞥
〈
力
刈
\

…

一
人
形
が
、
若
い
お
母
さ
ん
た
ち
に

京
宅
一
喝
バ
ス
吋

h
v
J
h
n
\
J

一
好
ま
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

事
『
で
一
切
一
し
\

…
端
午
の
節
句
の
祝
い
方
は
地

註
訟
仁
九V
-
r峰
。
d

一

一
方
と
都
市
と
で
は
違
っ
て
き
て
い

竹
取
却
税
向
島
司
・
司
与
え

…
ま
す
。
少
子
時
代
の
反
映
で
、
地

エ
君
子
立
〉

一ρ

も

一

一
方
で
は
段
飾
り
の
豪
華
な
武
者
人

心
川
辺
曙
幽
・
雷
除
川

ド
メ

r
'一

一
形
が
多
く
出
回
っ
て
い
ま
す

。

都

〆
，
噴d
p襲
-
-
・
・
事3
3

『
一

-
包
勾
ム
』
日vha
L

苓
包
囲
-
J
R
』
・2
・

e
唱
曲
川
田

e

一
市
で
は
、
手
軽
な
人
形
、
こ
い
の

注
刀
巷
工
窟
陪
一
F・
〕m
d
I
F

--

〉
声
一

M
W
F
I
~
ヲ
〆
、
~
r
a
m
J
L
d
n
a
向
、

a
A可
n
M
-】

一
ほ
り
も
卓
上
型
と
い
う
家
が
多
く

さ

i
j
e
d
1
4
c
c
i

…
な
り
ま
し
た

。

…

e‘，
‘
。
‘
‘
‘
‘
‘
‘
‘
。
‘

o
・s・
‘
‘
‘6
・6
・6
‘
‘
・
・0・
A，
‘
‘
‘6
・
6
‘
‘‘0
・
‘
..
 

4.‘‘
‘‘ 

..
 
0
・
‘‘
，‘‘
‘
‘
‘
‘
，
0
・
・a，
、
‘
‘
‘
」
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同
和
教
育

「
第
四
回
人
権
を
語
る
集
い
」
か
ら⑤

古
里
づ
く
り
と
人
権

山
之
内
区
長和

田

喜
志
夫

私
の
古
里
山
之
内
は
、
重
信
町
の

北
東
重
信
川
の
上
流
十
キ
ロ

メ
ー
ト

ル
余
、
面
積
は
町
全
体
の
約
半
分
を

占
め
、
自
然
と
史
跡
に
恵
ま
れ
た
秘

境
で
上
林
と
共
に
観
光
資
源
の
宝
庫

で
あ
り
ま
す
。
特
に
山
之

内
は
、
清

流
が
あ
り
親
水
活
動
に
適
し
た
自
然

が
随
所
に
点
在
し
て
お
り
、
清
流
に

沿
っ
て

二
車
線
の
県
道
が
通
じ
し
か

も
急
な
坂
道
は
な
く
、

ド
ラ
イ
ブ

や

レ

ジ
ャ
ー

に
最
適
で
す

。

休
日
に
は

県
下
各

地
か
ら
家
族
連
れ
や
団
体
客

が
自
然
を
求
め
て
訪
れ
、
水
遊
び
に

興
じ
水
辺
で

の
キ
ャ

ン
プ
を
楽
し
む

者
が
年
々
増
加
し

、
特
に
夏
季
に
は

一
日
約
千
人
に
及
ぶ
来
訪
者
で
賑
わ

う
盛
況
ぶ
り
で
あ
り
ま
す

。

話
は
今
か
ら
六
十
年
前
に
遡
り
ま

す
が
、
私
の
少
年
時
代
の
こ
と
で
す

。

あ
る
日

「

ぽ
ん
、
ど
こ
ぞ
な
。

」
と
問

わ
れ
、
「

僕
は
山
之
内
で
す

。

」

と
胸

を
張
っ
て
答
え
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ

た
こ
と
が
速
い
思
い
出
と
な

っ
て

残
っ
て
い
ま
す
。
今
考
え
る
と
、

何

と
い
う
か

「

劣
等
感
」

み
た
い
な
も

の
が
邪
魔
し
て
、
素
直
に

山
之
内
と

言
え
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

そ
の
当
時
山

之
内
に
は
千

人
に
近
い
人
が
住
ん
で
い
ま
し
た
が
、

現
在
は
過
疎
化
が
進
み
人
口
は
昔
の

三
分
の
一

に
減
っ
て
い
ま
す
。

時
は
走
馬
灯
の
加
く
流
れ
時
代
は

う
つ
り
変
わ
っ
て
、

世
は
ま
き
に
観

光
と
レ
ジ
ャ
ー
の
時
代
、
昔
に
は
夢

に
も
考
え
ら
れ
な
か

っ
た
こ
と
、
よ

そ
か
ら
大
勢
の
人
が
自
然
を
求
め
て

や
っ

て
く
る
と
い
う
現
象
が
お
こ
っ

た
の
で
す

。

さ
て
、
こ
れ
に
対
す
る

地
域
の
反
響
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

地
区
住
民
と
外
来
者
の

「
交
流
」

は

全
く
み
ら
れ
な
い
ば
か
り
か
、

「
ゴ
ミ

ば
っ
か
乃
置
い
て
帰
り
何
の
メ
リ
ッ

ト

も
な
い
。

」
と

迷
惑
視
す
る
声
さ
え

あ
ち
ら
こ
ち
ら
か
ら
耳
に
入
り
ま
す

。

よ
そ
で
は
、
テ
レ
ビ
な
ど
を
通
し
て

古
里
お
こ
し
に

一
丸
と
な

っ
て
、
人

集
め
を
す
る
た
め
に
頭
を
い
た
め
て

い
る
が
、
山
之
内
で
は
幸
い
な
こ
と

に
何
の
対
策
も
苦
労
を
し
な
く
て
も

た
く

さ
ん

の
人
々
が
集
ま
る
の
に
、

ゴ

ミ
処
理
に
不
満
を
漏
ら
す
だ
け

で
、
こ
れ
を
前
向
き
に
受
け
止
め
進

ん
で

「
交
流
」

を
し
て
、
古
里
活

性

化
に
役
立
て
よ
う
と
い
う
「
古
里
愛
」

に
根
ざ
し
た
動
向
が
み
ら

れ
な
い
の

は
、
か
の
伊
州
十
三
氏
の
テ
レ

ビ
コ

マ
ー
シ
ャ
ル
の
せ
り
ふ
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
誠
に
残
念
か
ら
げ
る
と
言

う
よ
り

他
に
ご
ざ
い
ま
せ
ん

。

思
う

に

寸
閉
鎖
的
」
な
山
国
特
有
の
住
民

根
性
が
今
も
残

っ

て
い
る
の
が
、
そ

の
原
因
の

一
つ
に
な

っ
て
い
る
も
の

と

思
わ
れ
ま
す

。

そ
の
昔

「
山
ぞ
」

と

言
わ
れ
た
の
を
思
い
出
し
ま
す

が
、
「

け
だ
し
む
べ
な
る
か
な

。

」

の

感
を
深
く
す
る
の
で
す
。
(
中
略
)

「
人
は
環
境
を
つ
く
り
環
境
は
人

を
つ
く
る

。

」
と
い
う
大
原

則
に
立
っ

て
、
人
づ
く
り
と
環
境
づ
く
り
の

一

体
的
運
営
を
推
進
し
て
い
ま
す

。

環

境
美
化
の
面
か
ら
ゴ
ミ
問
題
に
つ
い

て
申
し
ま
す
と
、
ま
ず
「
ゴ
ミ
持
ち

帰
り
運
動
」

の
推
進
、
こ
れ
に
併
せ

て

「

残
っ

て
い
る

ゴ
ミ
の
回
収
」
を

行
い
、
現
時
点
で
は
外
来
者
と

地
区

住
民
と
で
互
い
に
「

思
い
や
り
の
心
」

を
発
揮
し
な

が
ら
解
決
し
て
い
ま
す

。

前
に
も
申
し
ま
し
た
よ
う
に
、
私

の
住
ん
で
い
る

「
山
之
内
」
を
胸
張

っ
て
言
う
こ
と
が
で
き
に
く
い
劣
等

感
に
陥
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
、
私

自
身
の
問
題
で
あ
る
と
共
に
周
り
の

人
々

の
優
越
感
に
充

ち
た

態
度
や

「
山
ぞ
」

と
呼
ん
で
き
た
周
囲
の

人
々

の
考
え
方
こ
そ

が
問
題
で
あ
る

と
今
、
気
が
付
い
た
の
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、

何
事
に
せ
よ
バ
ラ
ン
ス
が

大
切
で
あ
る
よ
う

に
、
人
権
に
も
バ

ラ
ン
ス
が
大
切
で
す

。

自
分
の
権
利

を
守
る
と
同
時
に
他
人
の
権
利
を
尊

重
す
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ

ん
。

現
在
の
日
本
で
は
、
自
分

の
人

権
の
主
張
が
大
き
す
ぎ
、
他
人

の
人

権
を
守
る
面
が
極
め
て
小
さ
く

て
ア

ン
バ
ラ
ン
ス
の
状
態
で
す

。

そ

の
原

因
は
他
に
も
あ
り
ま
し

ょ

う
が
、
私

は
過
去
五
十
年
に
及

ぶ
我
が
国
の
民

主
化
の
歴
史
の
中

で
教
育
に
欠
陥
が

あ
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す

。

民
主
主
義
の
三
原
則
「
自
由

・

平
等

・

博
愛
」
の
中

の
博
愛
の
精
神
の
欠
如

で
あ
り
ま
す
。

博
愛
と
は

、
キ
リ
ス

ト

教
の
愛
、
仏
教
の
慈
悲
で
あ
り
、

思
い
や
り
の

心
で
あ
り
、
人
の
痛
み

が
分
か
る
心
で
、
そ
の
愛
は
人
間
以

外
の
す
べ
て
の
も

の
に
ま
で
及
び
ま

す
。

民
主
主
義
が
定
着
し

一
人
前
の

民
主
主
義
に
成
長
し
た
と
き
、
部
落

差
別
も
人
種
差
別
も
な

く
な
っ

て
、

す
べ
て

の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
平
和

な

世
の
中
が

実
現
す
る
も
の
と
確
信

し
ま
す
。

女* 図書館だより
新刊図書案内
く歴史・伝記> 0 昭和l史の謎を追 う山附=秦郁彦 o ホセ ・ リサ

ールの生涯=安井祐一 0皇太子さま と雅子さん =朝日新聞社

〈社会科学> 0 ビル ・ クリ ン ト ンのすべて =持田 i直武 0地球時

代の環境政策=苓本勝美 0 日本経済はこう変わる = 日 本興業

銀行 ・調査部0子どもが決める時代=佐聖子幸男〈自然科学> 0 

ザ・ ス ペースエイ ジ = NHK取材班0朝汐 ・潮流の話=柑11智雄

〈医学> 0 笑践健康学=大森正英0 にん じん健康法=高橋由

美子 0 漢方医療入門 =菊谷豊島基 0 凶つの死亡1時五IJ =季刊メ デ

イ カル ト リ ートメ ン ト〈家政学> 0続 ・ ウールの他物染色=寺

村祐子0 ドールハウスを官ílí る =工藤和代 0 ごちそうさま が、

ききた く て。 =栗原はるみ 0和みの食卓総と料理1I =松本忠子

〈産業> 0 21世紀農業への提言=東京農業大学0 人口爆発 と

食料・環境 = J~政 ジャ ーナリスト の会編 0 花の生活図鑑=竹

沢紀久子 o熱帯魚のすてきな飼いプ'j=牧野信吉J <文学> 0絶望

か らの出発 = il!11 勝-!!Il o 道化の精神=太宰治 0 汚れっち ま

っ た悲 しみに = 中原中 也 0 生 き る意味を問う =水上勉0 ひら

リ 山(刊= 内館牧子 0 魚の ように = 中脇初枝 o 四十代の幸福=

f1'JWí子 0誇 りあ る被害者 =森村誠一 ー その他

〔今月の標語〕

な るほど本を買うのはいいニとだ。 ただ し 、 同時にそれを読

むための時間も買えるならば(ショーペンハウエル)

世*



税
務
だ
よ
り

日
頃
は
、
町
税
の
納
付
に
つ
き
ま

し
て
格
別
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
厚

く
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

き
て
、
四
月
十
八
日
に
開
催
さ
れ

た
第
三
十
六
田
町
民
大
運
動
会
に
お

い
て
表
彰
さ
れ
た
、
町
税
納
付
成
績

が
特
に
優
秀
な
区
を
ご
紹
介
し
ま
す。

左
記
の
十
地
区
は
、
過
去
四
年
聞

の
納
付
成
績
が
九
十
八
パ
ー
セ

ン
ト

を
超
え
る
高
成
績
を
納
め
ら
れ
て
お

り
ま
す
。

南
野
田

田
窪
団

地

上
村

見
奈
良

北
野
台
団

地

志
津
川

♂
肘
川
ふ
叶
J

力
不

・

京
1

北
野
田

上
林
田
窪

今
後
と
も
、

町
税
納
付
に
つ
き
ま

し
て
、
ご

協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

実
通
安
全
教
室

春
の
全
国
交

通
安
全
運
動
の
環

と
し
て
、
新
入
学
園
児
及
び
児
童
を

対
象
に
「

交
通
安
全
教
室
」

が
、
催

さ
れ
ま
し
た
。

交
通
安
全
に
留
意
し
、
事
故
に
あ

わ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う

。

1 13 1習にιけめふ:

愛媛大学農学部
(生物資源学科)

3年次編入学生募集
社会人リフレ ッシュ教育の一環として、 「生物生

産」・「生存環境」・「バイオ」 などに関心のある

学生を募集 しています。

7月 23 日(金)

6月 1 日 (火) ~6月 15 日 ω

大学 ・短大 ・ 高専等の卒業者

日

0出願期間

O出願資格

0試験

口頭試問 ・面接

愛媛大学農学部学務係

(樽昧3) fi41-4171

0選抜方法

[問合せ先]

腹にれせ燥 ま気 っ と軽いで表 臭すわ l床 かりつま ビビ と
商「 つずしかすをたしく Z 目而かきるれ、つ i おて Z ミい
にこぱ 引 てつ 。 と後てタ水に のつ ものるうお JI自の 植 一 つ
金虫tなき硬お つはか ?で入カおとがアま節 JI方身カぇ乙て

合 L た f L 5 25az ざ J Et2Aj 去の去の Z ヂりかと でたあつ枚
短 l呼しなつ保 らいい， つも 無、すで酸も独解小作しンっきかすのぶけにか
毛ばてどた管 カたま子戸 害害最。 すをと特し分用てとお 「 つ 。 がつずおつ
がれおにりが ンふしり I花はな初 。 生 とのてをで回同にカお 「 てにろお
あるく長、悪 ナき ょ落川なのに 魚成い風、とかめ種無ビ節 全干雪しお
る黒と期包いでんう 類害付を三し玉、 g

F 号ム RT4 T Z i-i 『司姐画画面師F ηug H 宅 FZ 

ニ
に
似
た

か

か
っ
お
節
虫
。
が
わ

く

こ

と
が
あ
り
ま
す
。

湿
気
が
多

い
と
、
有
害
な
カ
ビ

も
生
え
ま
す

。

ラ
ッ
プ
に
包
む
か
ビ
ニ

ー

ル
袋
に

入
れ
て
、
冷
蔵
庫
(
冷
凍
庫
に
は
入

れ
な
い
)
で
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

冷

蔵
庫
は
適
当
な
水
気
を
か
つ
お
節

に
与
、
ぇ
、
硬
く
な
る
の
を
防
ぎ
ま

す
。

か
つ
お
節
は
、
硬
く
な
る
と
削

っ

て
も
粉
に
な
り
、
き
れ

圃
冨
『
い
な
削
り
節
が
で
き
ま
せ

町
侭

ん
。

硬
く
な
っ
た
か
っ
お

訓
V
削

節
は
、
ガ
ス
コ

ン

ロ
で
少

で
し
火
に
あ
ぶ
る
と
柔
ら
か

U

く
な

り
、
削
り
や
す

く

な

l
u

り
ま
す

。

ス
ル
メ
を
火
で

a
E

あ
ぶ
る
と
、
柔
ら
か
く
な

-
』
る
の
と
同
じ
で
す

。

•••••. 
0
'

o

か
つ
お
節
虫
仰
の

つ
い

.
1
.
た
か
っ
お
節
は
、
包
丁
で

"
4
そ
の
部
分
を
削
リ
落
と
せ

-
フば
使
え
ま
す
が
、
赤
カ
ビ

や
黒
カ
ビ
が
生
え
た
ら
、

思
い
切

っ

て
捨
て
ま
し
ょ

う
。

保
管
さ
え
き
ち
ん
と
し
て
お

け
ば
、
か
つ
お
節
は
二
年
ぐ
ら
い

は
も
ち
ま
す

。
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閉
園
園
面
白
困

出
生
(
お
め
で
と
う
グ
)

四
月
十
五
日
届
出
分

見志志見牛牛田西志上志横 住
奈津 在住奈 {宰 i宰 j可
良 川川 良測技1) 窪 岡川林川 原 所

渡瀬弘i f長大 i度 八 1原、黒菅矢二
保音11 川 藤 北 逃木田河能野宮
護

祐 フ'k和品E 弘 三一 宜敬一行英 者二 敦 i各 一 男成功 三 志正次

先隆ひ歌和メ"ミ、 未倖 美 沙 真真 i変 出
7j: ~fL'í小s 喧~ 生

祐史子 子示樹織 優有大 児

3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 年生月
- ・・ ・・ ・ ・・ ・ ・ ・・

31 30 28 26 23 23 22 19 17 16 14 13 日

:000000 

回南南南閃 住
野野野

窪田田田窪 所

竹高 官友瀧
氏

岡橋彦 内近野
ト ト ハ
ミ四守 モ?

名ヱ郎 正 ヨヨ

年
91 95 85 93 86 

令

4 4 4 4 4 事E
亡
σコ

9 8 6 6 5 日

重信町教育相談室

子供の教育上の諸問題や悩みごとなどについて

相談に応じる重信町教育相談室を開設していま

す。気軽にご相談下さい。 秘密は厳守 しま す。

日時 毎週水隈日 月 日 相談員
13: 00-17: 00 

12 近藤良f吾
場所 図書館3階

電話 64-3437 5 19 稲荷善一

方法 電話でも よい 26 武智道子

し、 直接来ら 2 池川敏朗

れでもかまい 9 林 ト シ子
ません。子供

6 16 水田敏庚
からの電話も

受け付けてい 23 大森敬子

ます。 30 高須賀利清

死
t
(
お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す
)

牛下樋南牛志志西 山 上牛|住
野 ijl! i孝之 | 

測l 林口田淵l 川川岡内村 j剣 |所

年
令
一
死
亡
の
目
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m
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ワ
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u
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-
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-
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U
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3
-
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3

・

初

幻

4

・

l
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4

・
3

%
4

・
3

氏
名
野
村
ミ
チ
ヱ

倉
瀬
マ
サ

和
田
キ
ヨ
子

和
田
ア
サ
ノ

宮
内
オ
ス

7

越
智
守

前
嶋
サ
ダ
ノ

平
岡
潔

利
回
ツ

ヤ
コ

森
源
磁

北
尾
ツ
タ
ヱ

全期

納税期限 5月 31 日(月)

5月の納税

軽自動車税

月 日 rr ~r; 名 H寺 Ii~ 場 �fr 
29ω 健康相談 9:00-11 :00 役場保健姉 室

5 30(日) 当番医 山本内科 川内町北方 ft66-2066 

月 3 1例) -H]:~竺経CD 野ー ーーーーー- - 司ーーーーー _L1_4_:99三日~~~ _ p]_一旦会 ー坐
軽自動車税納期限

I ω 
日本脳炎予防接種

14:00-14:30 南吉井小体育館
3 才以上の住民

2 (:村
健康づくり料理講習会

10: 00-12 :30 横河原公民館
住民

4(!凶
母親学級②

14:00-15:30 町民 会 館
妊婦

健康相談
9:00-11:0。 役場保健婦室

5W 住民
図書館お話し会

ーーーー ーーーー-ーーーーーー ー ー・ーーーー. ー ー ー ーー--- --

14 :00-15:00 
6(日) 当番医 国立療養所愛媛病院 重信凹T横河原 ft64-2411 

子宮けいがん ・乳がん検診
13: 00-14: 00 北吉井小体育館

30才以上の女性
7 例) ー ー ーーー-ーーー・・ー ・ ・・・ーーー・・ ーー・- -- ーーーー ーーーー・ー-ーーーーー ーー ーーーー ー ーーーーーー』

おとしより健康相談室
14:00-16:00 役場保健婦室

住民

8 (:kl 
日本脳炎予防機種

14:00-14:30 ドIT 民 会 館
3 才以上の住民

9 (:村
結婚の儀祝日のためごみ収集いたしません。 12 日凶に出 して下さ い。

当番医 国立療養所愛媛病院 重信町横河原 ft64-2411 

不燃ごみ回収日

10(~ 
行政心配ごと相談所 13 ・ 00-15 :00 役場 2 階会織室
-- -- ーー ーー ーーーー 晶画 晶ー ーー ーーー ーーーー曲 ー ーーー ー 』曲ー ー -- -- - ー ー ー 喧 ーーーーーー ーーー - ー

乳H4児年健8月康・ 1診1月査・ H 5年2月生まれの者 13:30-14:30 町 民 会 館
11働

子宮けいがん ・乳がん検診
13:00-14 :00 南吉 1 1♂小体育館

30才以上の女性

12ω 
菊づくり ま辞座② 13:30- 町民会館
ーーー・ー ー ーーー・・・・ーー ーー ーーー ーーーーーー ・ ・ーー -ーーー 曲 ・ ー ーーーーー ーーー ー ー ーー ー ー- ・ーー・----
役場開庁日

6 1 1 3(日) 当番医 泉内科 川内町南方 ft66-2226 

1 4例)
子宮けいがん ・ 乳がん検診

1 3 : 00-14:0。 町民 会 館
30才以上の女性

15(刈
子宮けいがん・乳がん検診

13:00-14:00 町民 会 館[
30才以上の女性

16附
子宮がん・干しがん検診

13:00- 1 4 : 0。 上林公民館
30才以上の女性

17(村 人権相談 10:00-15:00 役場会議 室

生き生き講座① 畳13:30- ・夜20:00- ~IT 民会館

母親学級③
ー ー 』 ー - ・ ー・・・- - ーー ーー - ーー--- - ーーーーーー ・ - -

18幽
14:00-15:30 町民 会 館

妊婦

月 健康相談

19ω 住民
9:00-]] :00 役場保健婦室

ー ・ ・ ・ ー ー-ーー ー・ーー -- - ーーーーーー ーーーーーー ーー ー - ーーー ーーー ーーーー . ーー ー ーーーー ー ーー・- --

図書館お話し会 14:00- 15:0。

20(日) 当番医 西野医院 重信町横河原 霊堂64-2152

結核検診・肺がん検診〈各地区一25 日ま で〉

2 1例) 子宮けいがん ・手しがん検診

30才以上の女性
13:00-14:0。 下林集会所

日本脳炎予防接種
14:00-14:30 町民 会 館

3 才以上の住民
22(~j ーー ー ー ーーーーーーーーーー ー ー

町民会館視聴覚機器取り扱い講習会 19:30-

中央家庭教育学級
ーーーー 曲・・・ ・・ー ーー ー.

町民会館9:30-

23付4
母親学級④

10:00-12:30 町民 会 館
妊姉

心配ごと相談F庁 13: 00-15: 00 役場 2 階会議室

敵手し食学級
ー ー ー・ー - ー ・・ ・ ー ・- - --

24(村 14:00-15:30 町長 会 館
HS年2月 ・ 3丹 生まれの者

ー ー ー ーーーーー ー-ー ーー.

中央料理教室 9:00- 町民 会 館

25~包 不燃ごみ回収日

26ω .f.r.JiIi t) ~時FI今一一 一 l 号リ;伊三賢19ニ却了一 l~]_ _!'写会fi'lì
役場開庁日

27(日) 当番医 宮内病院 松山市北梅本町 ft75-0091 

粗大ごみ回収日(指定場所へ10時までに出して下さ い。 )

28(fJ) 結核検診・Hiliがん検診〈各地区-30 日ま で〉

健康相談〈各地区一30 日まで〉

30(:羽
平成5年度町県民税第I期納期限

」ー
平成5年度4 ・ 5月分水道使用料納期限


